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明治時代の平城宮跡保存運動の資料 

　下の写真は、明治時代の手紙です。読んでみてください。意味がわかります
か？一読したくらいではわからないでしょう。ずいぶんたどたどしい文字です。
悪く言ったら失礼ですが、ただ、書いている本人が無筆だと言っているのです
から、許してもらいましょう。この手紙は、明治時代に平城宮跡の保存運動に
奔走した棚田嘉十郎の手紙です。奈良で植木屋をしていた人ですが、そのよう
な一市民が、書けない字を書いて、一生懸命に運動している雰囲気が伝わって
きます。このような資料を読み解いていくと、平城宮跡保存の歴史がわかって
きます。
　文字は右に示しておきました。署名簿 ( 帳簿 ) に賛同の署名を集めている内
容です。東京で華族の署名を集めていること、２冊目の新しい署名簿を作った
ことなどが語られています。彼の最大の同志、溝辺文四郎に宛てた手紙で、溝
辺家で今日まで大切に保管されてきました。右上の写真が、その署名簿の１冊
目です。表紙には ｢ 平
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に擦り切れているところに、その苦労がしのばれます。（文化遺産部　吉川 聡）
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↓棚田嘉十郎自筆書翰（実寸大）　溝辺家所蔵



ま
だ
こ
り
（
れ
）か
ら
小
杉
様
と
亀
谷
様

笠
原
様
と
く（
華

族

会

）

わ
ど
く
く
わ
い
に
だ
し
て
百

■
人
以
上
の
さ（賛
成
を
）

ん
せ
お
も
と
め
て

や
ろ（う
脱
ヵ
）

と
の
て（手
紙
）

が
み
お（が
来
た
り
ヵ
）

き
た
り
候
。

ち（帳
簿
は
）

ヨ
ぼ
わ
第
弐
号
の
新
ち（
帳ヨ

ぼ簿
は
）わ弐
さ（冊
）つ
十
日
の
へ
（
日
）に
こ
し
ら
い
ま

し
て
、
東
京
い（に
）も
い（
一
冊
送
れ
）

さ
つ
お
く
り

と
の
て（手
紙
）

が
み
き
ま
し
た
の
で
、

第
弐
号
の
新
ち（
帳
面
）

ヨ
み
ん
弐
さ
（
冊
）

つ
こ
し
ら
い
ま
し
て
、
共
（
其
）内

一
さ

つ
東
京
い
（
に
）十
日
の
へ
（
日
）に
お
く
り
ま

し
た
。
あ
■
と
い（一
冊
は
）

さ
つ
わ
内
に
ご
ざ
り

ま
す
。
ち（帳
簿
は
）

ヨ
ぼ
わ
大
阪
神
戸
の

ほ（方
）よ
り
奈
良
京（京
都
ヵ
）

東
の
ほ（方
）の
さ

ん（賛
成
を
貰
い
）

せ
お
も
ら
い
ま
す
つ
も
り
ニ
テ
、

一
寸
こ
の
こ
と
御
そ（相
談
）

ざ
ん
申

あ
ぎ
（
げ
）候
。

十
一
月
十
五
日　
　

棚
田
嘉
十
郎

溝
辺
様

奈文研ニュース No.44

↑署名簿の表紙 ( 右 ) と署名 ( 左 )　奈良文化財研究所所蔵　伯爵・子爵や県知事などの署名が見えます。
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